
研究データ 成果と課題 

 

振り返りシートの成果 
 本校では、「単元を貫く課題を解決するために、あなたはどのように取り組みましたか？また、その取

り組みの成果と課題はなんですか？」という問いを各教科で生徒に記述させた。 

 

 

 

 

→「今回の単元では前回の単元で出てきた反省点を活かすため～」や「しかし、前回よりも授業内での発

言回数が減ってしまいました。原因としては～」といったような個人内での取り組みに対して評価し、新

たな解決方法を考えたり、他者の意見を取り入れて考えを深めたりといった自己調整していることがわ

かる記述が見られる。また、授業内だけでなく社会とつながろうとする姿勢が見られる。このことから主

体的に学習に取り組む態度が身についてきていることがわかる。 

 

 

→1 年生も他者からの学びを得たり、課題解決をする中で改善点を見つけたりと自己調整につながってい

ることが見受けられる。また、今回の単元で終わることなく、次の学習の機会や、社会とのつながりを意

識していることがわかる。一方で客観的な分析ができておらず、感想やわかったことを書くのみにとど

まっている生徒も多い。その課題を解決するためには、生徒に単元全体の見通しを持たせ、生徒がゴール

に向かって課題を計決する単元設計をすることが必要である。３年間をかけて実践を積み重ね、生徒の

自己調整能力を育成していきたい。 

１年生国語 １年生理科 

３年生社会 
３年生社会 



データから見る成果と課題 

県学力学習調査の見解 

知識・技能と思考力・判断力・表現力県は学調の結果より、正答率・伸びた割合と共に県平均よりも低か

った。努力調整方略が県と比較して低いことから、分からないことや苦手なことから逃げてしまう傾向

がある。 

授業の様子として、静かに話を聞くことができているが、授業の内容を理解したり自分の中に落とし込

んだりできていないと考えられる。 

 

学びに関するアンケートの見解  

学びに関するアンケート結果  ４あてはまる→１あてはまらない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別最適な学びの視点において、図より生徒は学ぶことは好きであり、楽しいとも感じている。また、

授業の進度についても全教科で肯定的な意見がほとんどである。 

しかし、質問項目「自分で計画を立て、計画に沿って学習に取り組むことができる」や「自分にあった家

庭学習の方法を知っている」では、肯定的な意見とそうでない意見が半々である。また、１学期よりも２

学期の方が生徒に迷いや悩みが出てきていると読み取れる。このように生徒は、学ぶ意欲はあっても家

庭学習や自己調整に至っておらず、県学調の結果にもつながっていると考えられる。 

協働的な学びの視点において、ICT を使用して協働的な活動を行ったり、他の人の意見を聞いたりし

て学びが深まったと感じている生徒が多い。この結果はほぼ全ての教科で見られ、生徒は授業で積極的

な意見交換をして学びを深めていることがわかる。 

項目：学ぶことは楽しい 

項目：自分で計画を立て、計画に沿って

学習に取り組むことができる 

項目：自分にあった家庭学習の方法

を知っている 
項目：授業中に他の人の意見を聞いたり、自分の

意見を述べることによって、学びが深まったと思

う場面がある（体育） 



このように本校の生徒は、学ぶことや新しいこと様々な人々と協働して進めていくことは好きである。

しかし、学んだことがその場だけで完結してしまうため、定着までに至っていない。今後の取り組みとし

ては、協働的な学びの授業を生かしつつ、個別最適な学びとして家庭学習への声掛けやもっと知りたい、

学びたいという問いを設定する必要があると考えられる。 

 


